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研究成果の概要（和文）：　本研究では、初めに、日本の製造業におけるサプライチェーン・マネジメント
（SCM）の組織構造について、理論精緻化を目的とした事例研究を行った。結果、5つの組織構造のタイプを確認
するとともに、それらの特徴を整理した。続いて、さまざまな組織構造のタイプを採用する企業を対象に、SCM
部門の役割に関する理論生成を目的とした事例研究を行った。最終的に、SCM部門の役割を説明するための枠組
みを提示した。

研究成果の概要（英文）：　This study firstly conducted a ‘theory elaborating’ case research on the
 organizational structure of supply chain management (SCM) in Japanese manufacturers. As a result, 
the authors confirmed five types of organizational structure and organized these characteristics. 
This study secondly conducted a ‘theory generating’ case research on the roles of SCM department 
of firms with various kinds of organizational structure. Finally, the authors proposed a framework 
that explains the roles of SCM department.

研究分野： オペレーション・情報管理
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１．研究開始当初の背景 
企業経営のグローバル化が進展するにつ

れて、企業のサプライチェーン・マネジメン
ト（以下、SCM と略す）の重要性がますま
す高まっている。こうした状況において、製
造業では、業務プロセスや管理システム、ネ
ットワークといった、グローバル・サプライ
チェーンの基盤を構築・運用する上で、どの
ような組織的管理が求められているのだろ
うか。これが、本研究の基本的な問題意識で
ある。 
この問いに対して、そもそも SCM の領域

では、「戦略」や「プロセス」、「企業間組織」
に関する研究は数多く蓄積されているが、
「企業内組織」に焦点を当てた研究はほとん
ど見られない。しかし、実務の世界に目を向
けると、サプライチェーン・プロセスの運営
や変革において、組織的管理が不十分である
ことによって問題を抱えている事例が少な
からず見られる。製造業の SCM において、
どのような組織的管理が有効なのだろうか。 
本研究では、経営組織論を専門とする研究

分担者との共同研究というかたちで、製造業
における企業内 SCM の組織に関する研究に
取り組む。 
 
２．研究の目的 
 企業経営のグローバル化にともなう SCM 
の問題として、運営基盤の問題（例：グロー
バルな需要と供給の調整、地理的に広がった
多段階の在庫状況把握、複数市場における在
庫水準とサービス水準の最適化およびそれ
らの評価と改善）と形成・変革基盤の問題
（例：プロセス変革のグローバル展開および
ベスト・プラクティスの移植、新たな市場で
オペレーションの優位性を発揮できるサプ
ライチェーン・ネットワークの形成）が想定
される。ここでは、前者を「サプライチェー
ン・プロセスの運営」、後者を「サプライチ
ェーン・プロセスの変革」と呼ぶ。本研究で
は、以下の 2 つの課題に取り組む。 
 
(1) SCM における環境特性と組織の構造／
プロセスの関係 
調査対象企業の環境特性のタイプ分けを

行うとともに、需給調整やパフォーマンス管
理において採用されている組織の構造／プ
ロセスについても同様にタイプを分けて、そ
れらの関係を分析する。組織の構造／プロセ
スのタイプについては、SCM 部門の設置有
無や設置形態、部門間の情報共有や調整のパ
ターンで分類できると予想される。 
 
(2) グローバル SCM における組織の構造／
プロセスと成果の関係 
グローバル企業を対象に、採用されている

組織の構造／プロセスのタイプ別の成果を
分析する。加えて、高い成果をあげている企
業の SCM 部門には、どのようなマネジメン
ト上の工夫が見られるのかを探る。 

３．研究の方法 
 研究の目的であげた 2 つの課題について、
目的の(1)については「SCM の組織構造」、目
的の(2)については「SCM 部門の役割」に焦
点を当てて、下記の方法で研究を実施した。 
 
(1) SCM の組織構造 
①まず環境特性として、事業の多角化とグロ
ーバル化を取り上げて、それらの傾向が日本
で実際に見られることを文献調査で確認し
た。 
 
②次に SCM の組織構造について、ロジステ
ィクス管理および SCM の領域における国内
外の文献をレビューし、SCM が部門化され
る 5 つのタイプの特徴を整理した。それらの
タイプには、事業の多角化かつ／あるいはグ
ローバル化の程度が高い企業で採用される
タイプも含まれる。 
 
③②の結果を精緻化するために、日本の製造
業者 40 社の事例研究を実施した。3 つのタス
ク（需給調整、在庫パフォーマンス管理、SCM
改革の企画・推進）に焦点を当てて、CPG（食
品、日用品など）、化学・医薬品、電機・電
子・精密機器、輸送用機器の 4 つの業種に属
する企業から、質問票を使ってデータを集め
た。CPG と化学・医薬品は多角化／グローバ
ル化の程度が相対的に低い業種、電機・電
子・精密機器と輸送用機器はそれらが相対的
に高い業種を想定している。 
 
(2) SCM 部門の役割 
①SCM の領域では、このテーマを直接的に
取り扱った文献が見られない。そこで、分析
の視点を獲得するための文献調査を行った。
プロセスの運営に携わる SCM 部門の役割を
分析する視点については、需給調整を含む S
＆OP（Sales and Operations Planning）と
在庫パフォーマンス管理を含むパフォーマ
ンス管理システムを対象とした。プロセスの
変革に携わる SCM 部門の役割を分析する視
点については、経営組織論のラインとスタッ
フ論、プロセス変革論を対象とした。さらに、
事業の多角化やグローバル化の程度が高い
企業における SCM 部門の役割を分析する視
点を得るために、多角化やグローバル化にお
ける本社の役割に関する文献を対象とした。
そして、これらのトピックに関する国内外の
文献レビューから得た分析視点を整理した。 
 
②SCM 部門の役割を探索し、理論を生成す
るために、(1)の事例研究で回答を得た企業の
中で、調査への協力を得た企業 8社を対象に、
詳細な事例研究を実施した。各社 2～4 回、
計 25 回のインタビュー調査を行い、各社の
取り組み内容を記述した。個々の事例および
事例間の分析を行い、SCM 部門の役割を考
察した。 
 



(3) 研究過程において、2015 年 10 月に、国
内の研究者および実務家（計 3 名）との研究
会を開催した。2016 年 6 月に 23rd EurOMA 
Conference、2017 年 1 月に日本物流学会お
よび日本海運経済学会関西部会例会で発表、
2016 年 2 月および 2017 年 3 月に韓国・慶熙
大学の研究者との意見交換を行い、それらで
得たコメントを踏まえて、国際ジャーナルに
投稿する論文を執筆中である。 
 
４．研究成果 
(1) SCM の組織構造 
 理論精緻化を目的とした事例研究の結果、
文献レビューで整理した 5つのタイプをすべ
て確認することができた。具体的には、機能
別タスク集約組織、機能統合組織、SCM プ
ログラム・マトリクス組織、プロセス・スタ
ッフ組織、コントロール・センター組織であ
る。各タイプの特徴に関する新たな発見事実
はたくさんあるが、例えば、機能統合組織に
は SCM 推進部門がある場合とない場合があ
り、両者では集約されるタスクに大きな違い
が見られた。また、プロセス・スタッフ組織
は事業の多角化かつ／あるいはグローバル
化の程度が高い企業で採用されることがわ
かった。コントロール・センター組織を採用
している企業は 1社しか見当たらなかったが、
事業のグローバル化の程度が高い企業で採
用されており、このタイプを紹介している
Dreyer et al.（2009）の内容を同じであるこ
とを確認した。 
 こうした各タイプの特徴を踏まえて、2 つ
の成果を提示した。ひとつは、SCM の組織
構造のタイプを判定するためのルールであ
る。SCM タスクを集約している部門の所在
やタスクの中身から判定できるものであり、
このルールを使えば、SCM の組織構造を見
極めることが可能である。ひとくちに「SCM
部門」といってもさまざまなタイプがあり、
本研究では集約されるタスクに注目して、
「SCM タスク集約部門」と呼んでいる。こ
うしたルールや呼び方は、研究者や実務家が
SCM の組織について議論する際の共通認識
として有用であると考えられる。 
 もうひとつは、すべてのタイプを、サプラ
イチェーン・プロセスの運営タスク（需給調
整、在庫パフォーマンス管理）の集約の程度
および変革タスク（SCM 改革の企画・推進）
の集約の程度の 2軸を使ってマッピングした
枠組みである。SCM といっても、個々の企
業によって、運営タスクが中心なのか、それ
とも変革タスクが中心なのか、さらには両方
に取り組んでいるのかという状況が異なる
はずである。SCM の組織構造に関する先駆
的研究である Kim（2007）は各タイプの特
徴の整理に留まっていたが、それらの違いを、
集約されるタスクの視点から整理したこの
枠組みを使うことで、企業は自社の状況を踏
まえて、どのタイプを採用すべきなのかを検
討しやすくなると考えられる。 

(2) SCM 部門の役割 
 理論生成を目的とした事例研究について
は、まず 8 社の事例をモデル化した。具体的
には、プロセスの運営および変革における公
式化と集権化がサプライチェーン・プロセス
の統合に影響を及ぼし、結果として、オペレ
ーションのパフォーマンスが向上する因果
関係である。加えて、集権化にプラスやマイ
ナスの影響を与える組織的要因を整理した。
このモデルを使って、個々の事例を分析した
上で、組織構造の各タイプにおける SCM タ
スク集約部門の役割を整理した。そして、そ
れらの結果をまとめたのが、「SCM タスク集
約部門の役割を説明するための枠組み」であ
る。この枠組みは、事業が単一かつ国内で展
開されているのか、それとも多角化／グロー
バル化されているのか、そして SCM はオペ
レーション中心なのか、それとも事業とオペ
レーションをリンクさせて取り組むのか、と
いう 2 軸によって、4 つのポジションに分か
れる。 
 ポジション毎に SCM タスク集約部門の役
割は異なる。最も難易度が低いのは単一かつ
国内事業でオペレーション中心の場合であ
り、「需要と供給」を調整し、「効率性と応答
性」のバランスをとればよい。しかし、多角
化／グローバル化しており、事業とオペレー
ションをリンクさせる場合は、最も難易度が
高く、先の 2 つの役割に加えて、「統合と分
化」の問題に対応し、かつ「事業とオペレー
ション」をつなぐという新たな 2 つの問題を
解決しなければならない。 
結論として、この枠組みを使って、日本の

製造業における SCM タスク集約部門の役割
について、現実の姿はどのようになっている
のかを明らかにした。 
 
(3) 今後の展望 
 本研究では、企業内 SCM の組織構造に関
する理論精緻化、SCM タスク集約部門の役
割についての理論生成を行ってきた。今後は、
理論検証の段階へ進むことになる。サーベイ
による統計分析が有効と考えられる。 
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